






要約：昭和 61,62 年度において、咀嚼器管としての発達と集団における検出レベルを視点

として、乳幼児歯科健診の基準化について、実地に試しなから検討してきた。本年度は、

一般への供用に備えて、健診目的、診査基準、問診内容、指導基準についての解説、健診

結果の評価、指導の方向性、実施上の任意なとを整理して、乳幼児歯科健診のためのマニ

ュアルを作製した。 


